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持続可能な発展と自然・人間一西洋と東洋の対話から新しいエコ・フィロソフィを求めて一
研究発表
ドイツ自然哲学とそのデザイン的課題
東洋大学 稲垣　諭
ドイツ自然哲学とそのデザイン的課題
〔自然のmのデffイノii　ii】
【．凡間σ二：自己規定と：責1王】
・値物動物、昆望には自然ヒのひかわりの共時的多
　様性がほとんとない、
・自然と冷かかわりの多齢．選択肢を発見し、開発．
　展開する自らの能力愈拡張は　．八、間が．人、間であり
　続ける7こめの必須課題である〔刀ントにどうての不完
　全義務に包括されろ）。
tere綻la（のFイツ
　・人間の責任と自由を正当化yる論争（人間の特権化）
　・人間精神の自由な高昇と因果機械としての自然の発見
　’予測、制御、管理可能な自然の所有（政治的綱聖含）
：人間の目然どのかかわりの典型①整形式庭園】
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東洋大学ピ亡コ・フィロソフィ　研究　Sv「ol．4　別冊　シンホシウム・講演会・セミナー一編
難
蠣
【1；r世紀天ペイツ自黙哲学者ま：よひ［マン派の詩，人の課題】
・自然の有機化＝三£命カテコリーの発見と解明
　おのずと生副ノ動き多様化す壱自黙
・メ間の認識対象としててはなく生命方産出力とし
ての自然を直蛋捉叉うという課題
’自然の把握か同時！ひ、間性を豊ξ・に．§訪芝高め
　る道の模索〔自然探究ど芸術的創作の一至め
【川｝ごの倉然とのかひわ㌧の典型②風豊式庭園】
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持続自｝能な発展！r自然・人間一西洋とF巨洋（ノ〕対話から新しいエコ・フ仁ユソ・ノィを求めて一
〔．．ユ｛．／．　｝一邑主の巨㌃1
・lli馨二竺の配置からとのようtg逼動感や王体の悪．｜青力動言
　がヒ現し・そhらh桔抗で一る場所t。わる場所を享栗」テ斤
　’1ンL・ね寸，～ら探LJ当τZ：．
【ト・ニエ㌻彗宇白う1寸る≒七1ン1τ呵能柑〕
・自然探究と芸術制作の合致
t形成する自然行為する自然へのまなざし
・自然の圧倒的質料性〔無限に増幅する自然）、崇高性や畏怖
　とL．、った感情の機微に触れるデザインの探求
・双葉や沼という自然の原型による自然イメーシの拡張
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